
三重大盤資農場研報12：44～47（2001）  

ヤマブドウの挿し木発根におけるオ問キシンの影響  

河合義隆ヂ・前川豊孝＊・河瀬率浩＊・平塚 伸＊＊  

＊三重大学生物嚢源学部附属農場  

＊＊三重大学生物資源学部   

E仔ectsofauxinonr00tingincuttingofVブ打SCO鹿ヱ1e臼∂ePull，  

YosilitalはKawai増；，Toyo仁akaMaegawa＊，YukihiroKawase＊  

andShinHiratsuka＊＊  

＊Exl〕erimenta】Farm，FacultyofBioresources，MieUniversity  

＊＊FacultyofBioresources，MieUniversity  

Åbstract  

Theeffectsofindole－3－butyricacid（IBA）and二卜naphthaleneaceticacid（NÅA）  
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緒  言   

ヤマブドウは日本自生の野生ブドウで、関東、中部以北に多く分布している。現在栽培されている  

欧米ブドウは雨に弱く、酸性土壌に弱い上、高温多湿の日本においては、病奮虫に弱いのに対し、ヤ  

マブドウは雨にも酸性土壌にも強く、寒さにも強い そのため、品種改良のために栽培ブドウの交配  

に利用されているり。   

晋から秋になると野山に群生しているヤマブドウから果実を採取し、ブドウ酒やジュースなどに加  

工してきた2ユが、繁殖が困難であることや雌雄異棟のため栽培には雄株が必要なことなどにより栽培  

品種として導入が図られなかった。ところが、近年のワインブームによりヤマブドウからの良質なワ  

イン作りが注冒されるようになり、積嶺的にヤマブドウの栽培が進められる様になってきた¢ ところ  

が、挿し木や接ぎ木による繁殖が比較的困難であるため栽培に必要な笛木が準備できないのが現状で  

ある¢   

そこで、ヤマブドウの挿し木発根の改蓉を計る目白勺でオ岬キシン処理の彫啓、そして挿し木申の内  

生オ脚キシンの変動について調べたのでそれらについて報告する。  

材料および方法   

岩手県葛巻町で栽植されているヤマブドウから穂木を前年に採取し、実験に使用するまで低温室に  

貯蔵した。オーキシン処理の実験のために1999年4月6日に低温塞から取り出し、長さ7cmの  

1芽付きの挿し穂を準備した。芽の位置は挿し穂の上部先端より2cmのところである。オ泄キシン  

処理は、100ppmのインド肘ル酪酸（IBA：Indole－3－butyticacまd）または100ppmのナ  

ブタレン酢酸（NAA：卜Naphthaleneaceticacid）の溶液に準備した挿し穂の基部を一晩濃淡して  

行った。対照区として蒸留水に同様に浸潰した。バーミキュライトとパ岬ライトを1：1の割合で混  
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合した凍土にこれらの挿し穂を挿した後、三重大学生物資源学部の実験温室のミスト滞水下に濃い  

た。挿し木後、0、5、10、20、30、40日冒に各処埋区から20本づつ挿し穂をサンプリン  

グして発根を調査した後、発根部位の拡散性！AA（Indole－3岬aCeticacid）と抽出性‡AAの定  

盤に供試した。サンプリングした挿し穂を基部から1cmの所で切断し、上部は1．5mlの寒天  
（1％）を含んだ5m」サンプルピンにさし、25℃、暗黒下の条件で24時間、寒天中に‡AAを  

拡散させた（拡散性IAA）む拡散後、サンプルビンから挿し木を取り出し、100％メタノ仰ルを  
2ml入れて…晩5℃の低温で寒天から1ÅÅを摘出した。この抽出した拡散性王AAを挿し木5本  

分をまとめて、次のIAA分析を行った。山方、下部の1cmの切片は挿し穂5本分をまとめて10  

0ml三角フラスコに入れ、80％メタノールを50m‖〕冒え、5℃、暗黒下に3日間おいて1AA  

を抽出した（抽出性iAA）。三角フラスコの内容物をち紙（N0．5BADVANTEC）でろ過した後、  

拡散性IAAと同じ様に王AA分析を行った。IAA分析はKaⅥraiの方法3）に従って行った。分析試  
料をボンドエルートアミノプロピル基カラムを使って部分精製した後、嵩速液体クロマトグラフィ州  

法によりIAAの定盤をした缶  

結  果   

第1図は挿し木後0、5、10、20  
、30、40日冒の対照区、IBA区、  
NAA区の発根率を表している。挿し木  

後30E順にIBA区とNAA区で初め  

て発根がみられたが、対只贅区は40巨葦巨  

であった。挿し木後20Eほではどの区  

でも発根はみられなかった。挿し木後4 

O E】の時点で発根を比較してみると、I  

BA区で発根挙が〟番高く80％をしめ  

し、平均桟敷、平均最大場長も処理区の  

中で一番大であった（第1表）。次いで  

、NAA区が発根率、平均穏数、平均最  

大根長ともに良かった。対照区の発根率  

は20％と低かった。   

挿し木後の拡散性iAAの変動をみて  

みると、対照区は挿し木後5日馴こその  

盈は増加したが10日冒には減少し、そ  

（
ボ
）
 
樹
豊
猷
 
 

30  40  0  5  10  20  

挿し木後の日数  
の後押し不後40日冒まではぼ直線的な  

増加を示した（第2図）。1BA区は挿 第1図 オーキシン処理したヤマブドウの挿し木発根率  

し木時に拡散性IAA蔑は高かったが、  

挿し木後5から10日にかけて急激に減少した。その後、挿し木後20から40日にかけては対照区  

と差はみられなかった。NAA区は挿し木後10日までは対照区と同様であったが、それ以後40E】  

までは直線的に増加し、その傾きは対照区より大であった。  

第1表 さし木後40日目の山ブドウの発根率、平均根数及び平均最大根長  

処理区  発根率  平均根数  平均最大鰻長  

（％）  （cm）  

0．40±0．20Z  l．01土0．47   

2．25±0．39  7．54士1．25   

1．20±0．29  3．19±1．05  

CO N  20   

16A  80   

NAA  55  

Z平均値±標準誤差  

ー45－   



挿し穂の発根部位の的出橡Ⅰ一斗Aの  

変勤を示したのが第3図である。対照  

区の抽出性IAAは挿し木時から挿し  

木後5E順に高くなったが、挿し木期  

間全般に渡り大きな変動はみられなか  

ったG 00棚方、IBA区は挿し率時の拡  

散性1AAは各乳7rlg／gF．W．と高かっ  

たが、挿し木後5E∃巨には急激に低下  

した。挿し木時のNÅA区の拡散性i  

AÅは対照区より高かった。その後、  

挿し木後5日冒に減少し、1（＝ヨ冒に  

は増加し、20日目には再び減少し4  

0彗冒までは低く推移した。   

挿し穂の萌芽は対照区、】BA区、  

NAA区ともみられたが、N．へ．へ区で  

他の2区に比べて萌芽が遅れていたゥ  

しかし、挿し木後40日巨にサンプリ  

ングした挿し穂の芽の長さには差がみ  

られなかった（デ脚夕未表示）。  

考  察   

ヤマブドウは挿し木発穏が憑いと指  

摘されており、本実験でも対照区の発  

根は挿し木後4さ0日縫っても発根率2  

0％と低かった。挿し木前にオ岬キシ  

ンの浸演処理することにより発根は改  

善され、100ppmの仁BAの濃淡  
処理では発根率が80％と実用的な偲  

にまで上がったご NAAも発根率を高  

めたが、55％とIBAには及ばなか  

った。発根率に合わせて、積数と根最  

もオーキシン処理により高まったp 鰻  

数と根長においてもIBÅ区はNAA  
区より大であり、平均最大根農では対  

照区の7．5倍、N一旦A区の2．4僧  

になった。ヤマブドウの発穏改蕗にお  

いて、同じオーキシンでもiBAの方  

がNAAより良好であったが、NAA  
の場合も薬用的なレベルまで発根を高  

めるには処理潰度、処理時間を検討す  
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第3図 挿し木後の抽出性】AAの変動  
る必要がある。   

挿し木における不定櫨形成誘導には、不定根形成部位でのiAA激度の一時的な上昇が働いている  
場合とサイトカイニン激度の低下が働く場合があることが指摘されている¢ブドウは前者に属してお  

り、不定根が形成される過程で内生IAAの一時的上昇がみられ、挿し木では挿し木後10日頃に、  
j n vit r。では2∠1時間後にIAA盈にピ㌦クがみられることが報告されていが5〉。対照区に  
おけるヤマブドウの発根部位の内生IAÅ（摘出性王AA）の変数をみると大きなIAÅ亀のピ岬ク  

はみられなかった。よって、ヤマブドウの発根不良は不定根形成を言秀導するような生理的な作用が働  
かなかったことに起因すると考えられた。NÅA区では挿し木後10日目に内生IAA盈にピークが  
みられたが、IBA区よりは発根率が低かった。これはIBA、NAA抑こ発根を促進する薗では同  

ー46－   



じであるが、挿し穂内に取り込まれた後の代謝に逢いがあるために発根率に差が生じたと推測され  

る。挿し穂の外から与えられたIBAは取り込まれた後で、IAAに転換されることがブドゲやリ  

ンゴ7）で報告されているので、‡BAによる不定根形成の促進作用はIAAへの代謝を経由して働い  

ていることが考えられる。挿し木時に発根部位の内生王AAが高く検出されたのもIBAが短時間で  

IAAに代謝された結果と推察される。   

発根部位へのⅠÅA移動をみようと拡散性IAAの塵と変動を調べたが、発根部位の内生‡AA盈  

の変動を説明できるような変動を拡散性IAAは示さなかった。この辺については、発根部位のIA  

Aの分解などを調べることにより明らかになると考えちれた。  

摘  要   

難発根性のヤマブドウの挿し木発根におけるオ泄キシンのインド仰ル酪澱（仁BA）とナフタレン  

酢酸（NAA）処理の影響と拡散性IAAと抽出性王AAの挿し木申の変動を調べた。ヤマブドウの  

挿し木発根はカ‾－キシン処理により促進され、その効果はNAAよりIBAの方が大であった。発根  

部位の抽出性iAAの変動は対照区では大きな変動はみられなかった。王BA区では挿し木時に高  

かったがその後は低く推移した。NAA区では挿し木後10E順に抽出性IAA盈はピ肘クを示し  

た。発根部位の抽出性1A一久盈と拡散性IAA盈の問に関連性を見いだせなかった。  
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